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1.はじめに

徳島大学 i.school は令和 4 年度にスタートし

た徳島大学のイノベーション教育プログラムで

あり、『「徳島」から日本や世界を変えるイノベー

ションを実現することを目指し、イノベーション

創出プロセスを設計、実施できる人材を「徳島」

において育成すること』を目的としている。 

筆者は令和６年度から 3 期生として参加し、

「人前で意見を述べる力を磨き、アイデア創出の

プロセスを習得したい」という目標から、本プロ

グラムへの参加を決めた。本稿では、徳島大学

i.school に参加することで成長した事柄にして

述べる。 

2．イノベーションワークショップについて 

イノベーションが起こるプロセスを、１.革新

的な製品やサービスのアイデアを発想する、２.

アイデアが実際にイノベーションにつながると

いう仮説を検証する、３.仮説検証された製品、

サービスのアイデアを事業化する、４.事業の規

模を拡大し、本格事業にする、という４段階に分

けて考える 1)。このプロセスをワークショップ形

式で実施したものがイノベーションワークショ

ップである。

徳大 i.school では、バイアスブレイキング、

ニーズ×テクノロジー、目的分析・アナロジーの

３つの主要アプローチ手法を習得した後、実際に

学生がワークショップ（以下 WS）を設計し、実施

する機会が設けられる。このプロセスにより、イ

ノベーションを創出するための思考プロセスを

学ぶ。各 WS の流れとしては、事例を基に、顕在

化していないが本質的なニーズを把握するため

の「目的分析」、目的を達成するための手段につ

いて考える「手段分析」を行い、それらの分析を

踏まえ「アイデア発想」をし、最終的にアイデア

の評価を行う。この WS でのアイデアの評価法の

特徴は多数決や議論によってアイデアを選ばな

いことである。「新規性・有効性・実現可能性」な

どの論点に照らし合わせ、各アイデアのポジティ

ブ・ネガティブ性を挙げていき、決定する。 

3．ワークショップ 

3-1ワークショップ in合宿 ～勝浦町のエクスト

リームケースから読み解く優しい人口減少のデ

ザイン～ 

本合宿は 2024 年 6 月に徳島県勝浦町にて 1 泊

2 日で行われた。この WS の目的は人口減少が進

む地域において、より良い未来のための製品・サ

ービスを考案することである。 

町内を探索し、地域の方々へのインタビューの

実施や、勝浦町に詳しい講師の話を通じて、勝浦

町の背景や現状についてインプットした。社会課

題（ニーズ）や、目的を達成するための手段とな

るテクノロジーの機能の分析を行い、検討するこ

とでアイデアの発想を行った。最終的には班ごと

に選ばれたアイデアをスキット形式で発表し、ア

イデアをさらに次のステップに繋げるための改

善アイデアを構築するために、フィードバックを

得た。この 2 日間で、目的分析からアイデア発想

に至るまでのアプローチ手法を一通り体験する

ことによって、イノベーションワークショップに

対する理解を深めることができた。また、この合

宿を経て、ニュースやインタビューを見る際に、

「これは事例として使えるかもしれない」といっ

た視点で考えるようになり、日常のあらゆる場面

から学びを得ようと意識するようになった。 

令和６年度 SPOD共通事業　全学FD推進プログラム  第20回大学教育カンファレンスin徳島ポスター発表⑩ 13：00～14：00



図 1.ワークショップの様子 

3-2 WS04 イノベーションワークショップのアプ

ローチの理解

この WS は勝浦町での合宿時と同様のテーマを

用いて、1～4 回目までに学んだ 3 つのアプロー

チ手法を総復習する回であった。「目的分析」→

「手段分析」→「アイデア発想」→「アイデア評

価」という手順を踏み、各班で最終的に選ばれた

アイデアをイラストと概要をホワイトボードに

書き、発表した。この WS でこれまでのアプロー

チ手法を復習したこと、また後述するディスカッ

ションパートナー(DP)を経験したこともあり、各

アプローチ手法の違いについての理解をより深

めることができたため、アイデア創出までの時間

が以前よりも短縮された。 

徳島大学 i.school の WS は、どんな意見も否定

されない雰囲気が特徴である。そのような場で

数々の議論を経験したことで、自身の意見を述べ

ることの不安が消え、安心して自分の考えを発言

できるような心情の変化があった。 

4．南海トラフ後も住み続けたい街づくり in 徳島 

この WSは 2024年 10月に徳島大学 i.schoolの

プログラム外のものであるが、イノベーションワ

ークショップを採用して行われた WS である。WS

に慣れてきたこともあり、アプローチ手法のさら

なる理解を深めるべく、初めて DP として参加し

た。本 WS では南海トラフ後も住みたいと思える

ような徳島の街づくりをテーマに、「手段分析」

から「アイデア発想」のプロセスを経て、最終的

なアイデアをイラストと概要で発表した。 

今回の WSは、社会基盤コースの OB・OGや教員

が参加していたのだが、専門的な知識を持つ参加

者を一人でまとめる役割に大きなプレッシャー

を感じた。また、ワークショップの時間管理と、

i.school式の WS手法を初めて体験する参加者に

イノベーション WS の独特な手法をわかりやすく

伝えることの難しさも痛感した。 

今回の DP としての経験を通じてアプローチ手

法への理解がより深まり、示唆や機能分析の持つ

本質的な意味を明確に捉えられるようになった。 

5．まとめ ～徳島大学 i.school に参加しての変

化～ 

i.schoolで、数多くの意見交換の場を経験した

ことで、自分の考えを堂々と伝える自信と、相手

に自分の考えをわかりやすく伝えるための表現

力が養われた。また、WS では限られた時間内で解

釈や示唆、アイデアを出す場面が多く、その場で

即興的に意見を発する力が身についた。そして、

アイデア創出のプロセスを学んだことで、新たな

視点からアイデアを捉える力が身についたと感

じる。これらの成長を得たということで、参加目

的は達成できたと確信している。 

i.schoolのアイデア創出プロセスの魅力は、知

識量や思考の速さに関係なく、誰もが同じスター

トラインでアイデアを生み出せる点にある。「セ

ンスや個性だけに頼らないアイデア思考法を学

べます」2)とあるように、この手法を習得するこ

とで、誰でもイノベーションを起こす可能性を秘

めたアイデアを創出することができる。今後はよ

り鋭い示唆や深いアイデアを生み出すことを目

標とし、来年度は DPとして i.schoolでの活動を

継続していく予定である。 
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